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 　　理想の父親像は？

　○〇○先生かな？










　毎年どこかの雑誌社がアンケートをとります。長嶋監督だとか，その年にブレイクした
男優さんなどが上位に顔を連ねますね。
　「～さんがお父さんならいいのになぁ」という気持ちでしょうか。
　実は英語でも表現することが可能です。今回はこの『願望』を表す仮定法について説明
いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ（願望を表す仮定法）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑴　現在の事実に対する仮定法
　今現在おかれている状況が嫌い，ということはあります。背が低い，背が高い，鼻が短
い，体重が多すぎる，等々数え上げればきりがありません。そのことに対して「そうでな
ければいいのに」という表現，それが「仮定法の願望」を表す形です。
　まず現在の嫌な状況を表す表現〔直説法〕にはどのようなものがあるのでしょう。
　　⒜　Ｉ　ａｍ　ｓｏｒｒｙ　～

 ～を残念に思う，～を後悔している





　　⒝　Ｉ　ｒｅｇｒｅｔ[ﾘｸﾞﾚｯﾄｩ] 　　　～


　　⒞　Ｉｔ　ｉｓ　ａ　ｐｉｔｙ[ﾋﾟﾃｨ] ～









　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
これらを仮定法にする時には全部まとめて次のように言います。　
　　　　Ｉ　ｗｉｓｈ　＋　仮定法過去の動詞～　～であればいいのになぁ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
具体的な直接法の例をみてみましょうか。　　　　　
　⒜' I am sorry (that) he is not my father.（彼が父親でないのを残念に思う）
　⒝' I regret she doesn't love me. （彼女が私のことを愛していないのを残念に思う）
　⒞' It is a pity (that) we can't ski.   （スキーができないのを悔やんでいる）
仮定法の願望を表す表現では次のようになります。
　⒜''I wish he were my father. （彼が私の父親ならばなぁ）
　⒝''I wish she loved me.　　　（彼女が私のことを愛してくれていればなぁ）
　⒞''I wish we could ski.　　　（スキーができればなぁ）
●注意：「仮定法の願望」を表す表現では，ｗｉｓｈという語が印象に残ります。しかし
　このｗｉｓｈは仮定法の動詞ではありません。ｗｉｓｈはあくまでも「直説法」の動詞
　です。「願望」を表す表現は正確には「仮定法を含む表現」と言ったほうが正確です。
⑵　過去の事実に対する仮定法　　　　　　　
　さきほどと同様の例を考えてみましょう。全て過去の残念な気持ちを表しています。
　⒟　I am sorry I didn't study English hard. （一生懸命英語の勉強をしなかったこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とが残念だ）
　⒠　I regret she loved my friend. （彼女が私の友達を愛していたことが残念だ）
　これらを仮定法の願望を表す表現にすると，
　⒟' I wish I had studied English hard.
  ⒠' I wish she had not loved my friend. まとめると次のようになります。
　　　　Ｉ　ｗｉｓｈ　＋　仮定法過去完了の動詞～　～であればいいのになぁ
（注意）ｗｉｓｈが過去形だから仮定法過去完了にするということはありません。
  ⒡  I wished she loved me.( ← I was sorry she doesn't love me.)　　　
　〔彼女が私のことを現在愛していないことを，ある過去において後悔した，の願望表現〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑶　確認事項
　一般的な仮定法は「条件節」と「帰結節」とがありました。それぞれの節で用いられる
動詞は異なるものでしたね。
　　条件節⇨過去形，もしくは過去完了形
　　帰結節⇨助動詞の過去形＋原形，もしくは助動詞の過去形＋ｈａｖｅ＋過去分詞形
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  「願望」を表す時に，問題となる英文は１つしかありません。では，どちらの形を用い
ることになるのでしょうか？条件節，帰結節どちらの動詞を使ってもＯＫです。⒞''の英
文では「帰結節」の動詞が用いられていました。その他の場合には「条件節」でした。ど
ちらかでなければならない，というものではありません。この点を誤解しないようにしま
しょう。
ＰＡＲＴ　Ⅱ（その他の願望表現）　
　仮定法の「願望」を表すのは，直接法のｗｉｓｈを用いて仮定法の動詞を続けました。
これが一般的ですが，その他にも同じ「願望」を表す表現があります。
　　　　　　　Ｉｆ　ｏｎｌｙ　＋　仮定法　！　～でさえあればなぁ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　⒢ If only I could solve the problem !  （その問題が解けさえすればなぁ）
　⒣ If only I had a computer ! （コンピュターを持ってさえいればなぁ）　
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 　　　　　　　　　　その他の仮定法表現


　これまで仮定法の一般的な「仮定」と「願望」を表す形について述べてきました。その
他に，ひとまとめになっている慣用表現がいくつかあります。ここでは３つの形をご紹介
いたしましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●その他の重要表現　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑴　ａｓ　ｉｆ　＋　仮定法
　「（実際は違うのに）まるで～であるかのように」という意味があります。
　⒜ “You speak as if you knew much about this," said the policeman.
（「君はこのことについてかなり知っているような口のきき方をするね」と警官は言った）
「君は話をする」というのは，現在における事実であるので，直説法現在で述べられてい
ます。それに対して，「そのことについてかなり知っている」というのは，現在の事実に
反すること，もしくは反すると思われることなので，仮定法過去で表現されます。
　⒝ She talked as though she were my mother. 
　この文では主節が直説法過去(talked)で述べられています。この場合は，as though 以
下の仮定法の節は，現在の事実ではなく，その過去における事実に反することを意味して
います。
　次のような文もあります。
　⒞ He looks as if he had seen a ghost.（幽霊を見たような顔つきだ）
　この世に幽霊なんて存在しません。にもかかわらず，「まるで幽霊でも見たかのように」
見える顔つきをしている，ということです。
（注意①）
　特に日常会話の場面においては，次のように言われることもあります。
　⒟ It looks like we are going to have a thunder storm.（雷雨になりそうだ）
　単純に like だけを用いて，
　⒠ he was like a son to me. （彼は私にとってまるで息子のようであった）　
（注意②）
　入試での出題例をご紹介いたします。(treatは「扱う」という意味）
　⒡ She treats me like my mother. （下線部をas ifで書き換える問題）
　「彼女は私を母親のような態度で扱う」という意味にとれます。するとこれまでの表現
を用いると次のようになります。
　⒡'She treats me as if she were my mother. 
⑵　Ｉｔ　ｉｓ　ｔｉｍｅ　＋　仮定法
　「もう～すべき時間だ」「本当なら当然～しているはずの時間だ」という意味を表しま
す。これは直接面と向かって相手に話しをする時に用いられます。
　⒢ It is time you went to bed now.  （もう寝る時間でしょ）
　どのような状況かというと，普段なら寝ている時間にまだ自分の部屋で明かりをつけて
マンガ本か何かを読んでいる。トイレに起きた母親がそれを見つけて言っている場面。で
すから必ず相手を目の前にして言う表現なのです。従って，必ず仮定法の動詞は過去形
で用いられます。これは便利ですね。１つの形しかないのですから。
　ｔｉｍｅの手前に，ａｂｏｕｔやｈｉｇｈを付ける場合があります。これは，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ａｂｏｕｔ⇨弱める（そろそろ～する頃だ）　ｈｉｇｈ⇨強める（まさに～する頃だ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　⒣ It is high time we stopped our lesson. （まさに授業をやめる時間だ）
　変形として次のような英文も可能です。
　⒢' It is time for you to go to bed now.
　⒢''It is time you should go to bed now.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑶　ａｓ　ｉｔ　ｗｅｒｅ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　この３語で「いわば」（＝ａｓ　ｉｔ　ｗｅｒｅ）という意味で用いられます。仮定法
過去のｂｅ動詞はｗａｓでも可能でしたが，この場合には，*as it wasとすることはあり
ません。
使用上の注意⇨文中か，文の終わりに用いることが殆どです。
　⒤ He is my best friend, my second self, as it were. 
　　（彼は無二の親友だ。いわば第二の自分だ）
  ⒥ I'm a sort of unpaid adviser, as it were, to the committee. 
　　（私はいわば委員会の無報酬の顧問のようなものです）
●英語にも敬語がある！　
　第２６号の右下の図を思い出して下さい（人間に置き換えて説明しましょう）。
　（相　手）　（自　分）　英語には日本語と違って「敬語」がない，と思われる面があ　


 　　　ります。しかしこれは間違いです。もちろん日本語ほど明確

　現在●←

同一

○現在　ではありません。相手に何かを尋ねるとき，現在形を用いて
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 　　　尋ねるということは，相手と自分が「同一レベル」にいるこ
 　　　とになります。ものを尋ねる行為は「教えていただく」わけ
 　　　ですから，現在形ではなく，過去形を用いることにより，相


 　　　過去●　　　手を一段持ち上げる（自分が一段下がる）ことになります。




 　　　ですから「丁寧」な言い方，と言われるのです。
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